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茨
城
町
で
は
、
平
成
25
年
３
月
に
茨
城

町
環
境
基
本
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。
計

画
の
概
要
に
つ
い
て
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

◆
計
画
策
定
の
背
景

　

今
日
の
環
境
問
題
は
、
水
質
汚
濁
や
ご

み
問
題
、
地
球
温
暖
化
や
野
生
生
物
の
種

の
減
少
な
ど
、
生
活
に
身
近
な
問
題
か
ら

地
球
規
模
の
問
題
ま
で
多
岐
に
及
ん
で
い

ま
す
。
国
際
社
会
で
は
、
地
球
規
模
へ
と

発
展
し
た
環
境
問
題
に
対
処
す
る
た
め
、

地
球
サ
ミ
ッ
ト
が
開
か
れ
、
国
際
的
な
取

り
組
み
が
本
格
化
し
ま
し
た
。

　

我
が
国
で
は
、環
境
基
本
法
が
制
定
さ
れ
、

環
境
基
本
計
画
が
策
定
さ
れ
ま
し
た
。ま
た
、

地
球
温
暖
化
対
策
の
推
進
に
関
す
る
法
律
、

循
環
型
社
会
形
成
推
進
基
本
法
、
生
物
多

様
性
基
本
法
が
施
行
さ
れ
、
環
境
に
関
す

る
取
り
組
み
が
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
中
、
茨
城
町
で
は
、
本
町

の
豊
か
な
水
と
緑
に
恵
ま
れ
た
自
然
環
境

を
よ
り
よ
い
形
で
後
世
に
引
き
継
い
で
い

く
た
め
、「
茨
城
町
環
境
基
本
条
例
」
に
基

づ
き
、
環
境
の
保
全
等
に
関
す
る
施
策
の

総
合
的
か
つ
計
画
的
な
推
進
を
図
る
た
め

の
「
茨
城
町
環
境
基
本
計
画
」
を
策
定
し

ま
し
た
。

◆
計
画
の
期
間

　

平
成
25
年
度
か
ら
平
成
34
年
度
ま
で
の

10
年
間
で
す
。

茨城町環境基本計画策定
自然を愛し　人も生きものも　安らげるまち　いばらき

◆
茨
城
町
の
望
ま
し
い
将
来
像

　
「
茨
城
町
環
境
基
本
条
例
」
に
定
め
る

環
境
の
保
全
等
に
関
す
る
理
念
の
実
現
に

向
け
た
最
も
基
本
的
な
目
標
に
つ
い
て
、

本
町
の
望
ま
し
い
環
境
将
来
像
と
し
て
、

次
の
と
お
り
定
め
ま
し
た
。

◆
基
本
目
標

　

環
境
将
来
像
の
実
現
に
向
け
て
、「
自

然
・
や
す
ら
ぎ
」、「
快
適
・
安
全
」、「
資

源
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
」
の
３
つ
の
環
境
分
野

の
そ
れ
ぞ
れ
に
基
本
目
標
を
定
め
て
施
策

を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

①
自
然
・
や
す
ら
ぎ　

生
き
も
の
が
四
季
を
伝
え
、
子
ど
も
た
ち
が

自
然
に
学
ぶ
ま
ち

　

茨
城
町
は
涸
沼
を
始
め
、
流
域
に
広
が

る
水
田
、
台
地
に
広
が
る
畑
や
里
山
に
み

ら
れ
る
よ
う
に
、
豊
か
な
自
然
の
中
に
人

の
営
み
と
活
力
が
感
じ
ら
れ
る
環
境
で

す
。
し
か
し
な
が
ら
、
経
済
の
め
ざ
ま
し

い
発
展
の
も
と
に
徐
々
に
自
然
の
豊
か
さ

が
失
わ
れ
て
き
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
は
、
大
切
に
受
け
継
が
れ
て
き

た
自
然
と
や
す
ら
ぎ
を
よ
り
よ
い
姿
で
次

代
へ
繋
ぐ
た
め
に
協
働
で
取
り
組
み
、
生

き
も
の
が
四
季
を
伝
え
て
く
れ
る
ま
ち

を
、
子
ど
も
た
ち
が
自
然
に
学
ぶ
ま
ち
を

目
指
し
ま
す
。

②
快
適
・
安
全　

人
の
輪
で
、
未
来
に
つ
な
げ
る
住
み
よ
い

ま
ち

　

茨
城
町
は
、
野
焼
き
や
施
設
の
管
理
が

原
因
の
大
気
汚
染
、
悪
臭
、
土
壌
・
地
下

水
汚
染
、
生
活
雑
排
水
に
よ
る
水
質
汚
濁

な
ど
の
問
題
が
多
く
、
生
活
環
境
の
快
適

性
と
安
全
性
の
確
保
が
必
要
で
す
。

　

私
た
ち
が
快
適
で
安
全
に
暮
ら
す
た
め

に
は
、
き
れ
い
な
空
気
や
静
か
な
環
境
、

清
ら
か
な
水
が
確
保
さ
れ
、
大
気
、
河
川
、

土
壌
な
ど
に
、
有
害
物
質
に
よ
る
影
響
が

な
い
こ
と
が
望
ま
れ
ま
す
。

　

私
た
ち
は
、
快
適
で
安
全
な
環
境
の
も

と
に
日
常
生
活
を
送
る
た
め
に
協
働
で
取

り
組
み
、
住
む
人
も
働
く
人
も
互
い
の
こ

と
を
思
い
や
る
、
そ
ん
な
人
の
輪
で
、
未

来
に
つ
な
げ
る
住
み
よ
い
ま
ち
を
目
指
し

ま
す
。

③
資
源
・
エ
ネ
ル
ギ
ー　

地
域
の
ち
か
ら
が
循
環
し
、
未
来
へ
躍
進

し
続
け
る
ま
ち

　

茨
城
町
は
、
日
々
排
出
さ
れ
る
一
般
廃

棄
物
の
減
量
化
が
足
踏
み
状
態
で
あ
り
、

資
源
と
し
て
も
ご
く
わ
ず
か
し
か
再
利
用

で
き
て
い
ま
せ
ん
。

　

私
た
ち
は
、
環
境
に
配
慮
し
た
行
動
を

は
じ
め
、資
源
の
循
環
利
用
、エ
ネ
ル
ギ
ー

利
用
の
効
率
化
や
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利

用
な
ど
、
地
球
環
境
の
保
全
に
貢
献
す
る

た
め
に
協
働
で
取
り
組
み
、
地
域
の
ち
か

ら
が
循
環
し
、
未
来
へ
躍
進
し
続
け
る
ま

ち
を
目
指
し
ま
す
。

〈�

環
境
施
策
と
町
・
町
民
・
事
業
者

の
取
組
〉

　
「
自
然
・
や
す
ら
ぎ
」、「
快
適
・
安
全
」、

「
資
源
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
」
分
野
の
基
本
目
標

に
向
け
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
現
況
と
課
題
に

対
応
す
る
環
境
施
策
と
取
組
の
効
果
を
数

値
で
評
価
す
る
た
め
の
環
境
指
標
を
設
定

し
、
町
の
取
組
、
町
民
の
取
組
、
事
業
者

の
取
組
を
一
体
と
し
た
計
画
と
し
ま
し
た
。

　

本
計
画
に
掲
げ
た
環
境
施
策
を
進
め
て

い
く
た
め
、
主
体
的
な
環
境
学
習
と
保
全

活
動
を
推
進
し
な
が
ら
協
働
の
取
組
を

行
っ
て
い
き
ま
す
。

◆
計
画
の
推
進
体
制
及
び
進
行
管
理

　

計
画
の
目
標
達
成
に
向
け
た
環
境
施
策

の
計
画
的
な
推
進
や
実
施
な
ど
に
つ
い

て
、
そ
の
実
行
性
を
確
保
し
て
い
く
た
め

に
、
関
係
団
体
、
国
及
び
他
の
地
方
公
共

団
体
と
協
力
・
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
広

域
的
な
視
点
か
ら
取
り
組
み
を
推
進
し
ま

す
。

①
茨
城
町
環
境
審
議
会

　

計
画
の
進
行
管
理
や
環
境
施
策
に
関
し

て
、
公
正
か
つ
専
門
的
な
立
場
か
ら
審
議

を
行
い
、
必
要
に
応
じ
て
、
計
画
の
見
直

し
や
課
題
、
取
組
方
針
な
ど
に
つ
い
て
提

言
等
を
行
い
ま
す
。

②
環
境
保
全
茨
城
町
民
会
議

　

本
計
画
を
町
民
や
事
業
者
へ
周
知
し
、

協
働
の
輪
を
広
げ
る
た
め
、
町
民
・
事
業

者
と
の
架
け
橋
と
な
り
、
取
り
組
み
の
強

化
を
図
り
ま
す
。各
区
長
へ
の
伝
達
強
化
、

統
一
美
化
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
、
茨
城
町
涸
沼

環
境
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
開
催
の
ほ
か
、

環
境
保
全
の
た
め
の
啓
発
活
動
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

③
茨
城
町
の
環
境
を
良
く
す
る
会
（
仮
）

　

本
計
画
の
目
標
を
実
現
す
る
た
め
、
町

民
、
団
体
、
事
業
者
に
よ
る
「
茨
城
町
の

環
境
を
良
く
す
る
会
」
を
設
置
し
ま
す
。

こ
の
組
織
は
、
計
画
を
推
進
し
て
い
く
上

で
必
要
と
な
る
事
業
計
画
の
提
案
及
び
事

業
成
果
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

④
茨
城
町
環
境
保
全
推
進
委
員
会
（
仮
）

　

環
境
の
保
全
と
創
造
に
関
す
る
施
策
を

総
合
的
か
つ
効
果
的
に
推
進
す
る
た
め
、

庁
内
各
課
の
職
員
で
構
成
す
る
委
員
会
を

設
置
し
、
関
係
部
署
と
の
緊
密
な
連
携
の

も
と
に
本
計
画
に
掲
げ
る
施
策
の
推
進
及

び
総
合
的
な
調
整
を
図
り
ま
す
。

　

環
境
保
全
の
取
り
組
み
は
、
住
民
一
人

ひ
と
り
が
意
識
し
て
実
践
し
、
継
続
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。そ
の
た
め
、

行
政
だ
け
の
取
り
組
み
だ
け
で
は
な
く
、

町
民
、
事
業
者
の
皆
様
の
ご
協
力
が
必
要

不
可
欠
と
な
り
ま
す
。身
近
な
こ
と
か
ら
、

環
境
を
良
く
す
る
取
り
組
み
に
ご
参
加
く

だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

【
問
合
せ
先
】
み
ど
り
環
境
課　

　

☎
０
２
９
（
２
４
０
）
７
１
３
５
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平成
25年

人
事
異
動
・
組
織
機
構
の
一
部
変
更

道
路
管
理
課

下
水
道
課

都
市
建
設
課

11
農
業
政
策
課

農
業
企
画
室

文
化
的
施
設

整
備
推
進
室

10 9 8 7

6 5 4 3

2 1

地
域
産
業
課

消費生活センター

171615

141312

役場庁舎内の配置図

　

４
月
１
日
付
の
役
場
職
員
の
異
動
・
退

職
お
よ
び
新
規
採
用
は
次
の
と
お
り
で
す
。

組
織
の
変
更

新
設　

健
康
増
進
課
予
防
衛
生
グ
ル
ー
プ

新
設　
都
市
建
設
課
文
化
的
施
設
整
備
推
進
室

変
更　

 

都
市
建
設
課
営
繕
住
宅
グ
ル
ー
プ

（
前　

営
繕
室
）

変
更　

 

都
市
建
設
課
都
市
計
画
グ
ル
ー
プ

（
前　

都
市
住
宅
グ
ル
ー
プ
）

人
事
異
動

部
長
級　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

▼
消
防
長　

木
村
好
文　

課
長
級　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

▼
財
政
課
長　

佐
藤
肇
亮　

▼
こ
ど
も
課

長　

野
本
隆　

▼
保
険
課
長　

川
澄
静
喜

▼
健
康
増
進
課
長　

飯
田
照
夫　

▼
み
ど

り
環
境
課
長　

菅
谷
康　

▼
消
防
本
部
総

務
課
長　

塙　

隆
一　

▼
消
防
次
長
兼
署

長　

海
老
澤
忠
信

課
長
補
佐
級
（
グ
ル
ー
プ
長
）　　
　
　

▼
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
秘
書
情
報
グ
ル
ー

プ
長　

飯
田
昭
彦　

▼
収
納
対
策
課
収
納

グ
ル
ー
プ
長　

岩
瀬
剛　

▼
健
康
増
進
課

予
防
衛
生
グ
ル
ー
プ
長　

飯
田
政
治　

▼

地
域
産
業
課
企
業
誘
致
推
進
室
長　

黒
田

貢　

▼
農
業
政
策
課
農
業
振
興
グ
ル
ー
プ

長　

佐
藤
善
秋　

▼
農
業
政
策
課
農
業
基

盤
グ
ル
ー
プ
長　

長
洲
茂
広　

▼
農
業
政

策
課
農
業
企
画
室
長　

関
谷
邦
治　

▼
都

市
建
設
課
都
市
計
画
グ
ル
ー
プ
長　

勝
山

利
治　

▼
都
市
建
設
課
営
繕
住
宅
グ
ル
ー

プ
長　

横
田
祐
之　

▼
都
市
建
設
課
文
化

的
施
設
整
備
推
進
室
長　

東
ヶ
崎
祐
司　

▼
道
路
管
理
課
管
理
グ
ル
ー
プ
長　

川
上

晴
雄　

▼
生
涯
学
習
課
公
民
館
長　

三
浦

京
子　

▼
議
会
事
務
局
議
事
グ
ル
ー
プ
長

根
本
美
保
子

退
職
者

《
３
月
31
日
付
・（　

）
内
は
所
属
名
》

　

中
村　
　

誠
（
消
防
本
部
）

　

雨
谷　

一
徳
（
保
険
課
）

　

大
和
田　

恵
子
（
こ
ど
も
課
）

　

小
堤　

幸
子
（
議
会
事
務
局
）

　

神
原　

一
幸
（
農
業
政
策
課
）

　

木
村　

泰
子
（
町
民
課
）

　

米
川　

壮
一
（
消
防
本
部
）

新
規
採
用　
（　
　

）
内
は
配
属
先

　

遅
野
井　

美
紀
（
社
会
福
祉
課
）

　

米
川　

円
香
（
保
険
課
）

　

斉
藤　

瑛
梨
（
健
康
増
進
課
）

　

加
藤　

弘
輝
（
農
業
政
策
課
）

　

村
田　

真
澄
（
町
民
課
）

　

郡
司　

一
樹
（
み
ど
り
環
境
課
）

　

小
野　

翔
平
（
都
市
建
設
課
）

　

真
田　

裕
美
子
（
生
涯
学
習
課
）

　

高
久　

美
由
紀
（
農
業
委
員
会
）

　

近
澤　

竜
也
（
消
防
本
部
）

　

長
洲　

祐
貴
（
消
防
本
部
）

　

清
水　

巧
美
（
消
防
本
部
）

　

清
宮　

隼
人
（
消
防
本
部
）

　

冨
田　
　

翔
（
消
防
本
部
）

お
い
し
い
茨
城
町
フ
ェ
ア
開
催

　

３
月
24
日
（
日
）、
長
岡
の
イ
オ
ン
タ

ウ
ン
水
戸
南
に
お
い
て
、
お
い
し
い
茨
城

町
フ
ェ
ア
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
農
業
が
盛
ん
な
茨
城
町
に
お

い
て
、
農
業
を
軸
と
し
た
新
し
い
食
文
化

と
地
域
経
済
の
創
造
の
き
っ
か
け
に
な
れ

ば
と
開
催
さ
れ
た
も
の
で
、
同
フ
ェ
ア
実

行
委
員
長
の
安
島
せ
つ
子
さ
ん
は
、「
こ

の
イ
ベ
ン
ト
を
通
し
て
茨
城
町
の
お
い
し

い
食
材
を
知
っ
て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。」

と
挨
拶
し
ま
し
た
。

　

会
場
に
は
茨
城
町
産
の
農
水
産
物
の
ほ

か
、
さ
と
い
も
コ
ロ
ッ
ケ
や
、
し
じ
み
カ

レ
ー
な
ど
の
加
工
品
も
試
食
・
販
売
さ
れ
、

多
く
の
来
場
者
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
特
設
会
場
で
は
、
茨
城
町
産
食

材
を
使
用
し
た
料
理
の
無
料
体
験
教
室
が

開
か
れ
、
切
り
口
が
花
の
形
に
な
る
花
巻

き
ず
し
や
、
お
菓
子
の
作
り
方
を
学
び
ま

し
た
。

　

お
菓
子
作
り
に
は
、
12
組
の
親
子
連
れ

な
ど
が
、
人
気
菓
子
店
「
パ
テ
ィ
ス
リ
ー

Ｋ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
」
の
オ
ー
ナ
ー
シ
ェ
フ
指
導

の
も
と
、
イ
チ
ゴ
ジ
ャ
ム
と
ホ
ッ
ト
ケ
ー

キ
作
り
に
挑
戦
。
焼
き
上
が
っ
た
ホ
ッ
ト

ケ
ー
キ
を
自
作
の
ジ
ャ
ム
な
ど
で
思
い
思

い
に
飾
り
付
け
、
そ
の
出
来
栄
え
に
子
ど

も
た
ち
の
笑
顔
が
こ
ぼ
れ
ま
し
た
。

「人間を救うのは、人間だ。Our world.Your move.」　－日本赤十字社―

　日本赤十字社では 5月 8日の世界赤十字デーに合わせ、毎年 5月
を赤十字運動月間としてキャンペーンを展開しています。当キャン
ペーンでは、広く国民の皆さまに、赤十字の理念や活動にご賛同い
ただき、活動資金をご支援くださる方を募集しております。
　東日本大震災や昨年のつくば竜巻災害においても医療救護活動、
救援物資配布などの活動を行いました。このような赤十字活動を継
続して行うため、皆さまのご支援ご協力をいただきますようお願い
申し上げます。

お菓子作り 花巻きずし作り



広報いばらき平成25年5月1日 6広報いばらき 平成25年5月1日7

　茨城県では、微小粒子状物質（以下ＰＭ 2.5）の濃度を計測し
ている県内６か所の大気測定局のうち、１か所でもＰＭ 2.5 濃度
が「注意喚起のための暫定的な指針となる値（午前５時，６時，
７時の１時間値の平均値が 85μg/ ㎥を超え、日平均値 70 μｇ
/ ㎥を超えると予想される値）」を超えた場合、県内全域に「微
小粒子状物質（ＰＭ 2.5）に係わる注意喚起情報」を発信します。
　茨城町では、茨城県から「微小粒子状物質（ＰＭ 2.5）に係わ
る注意喚起情報」が発信された場合、防災行政無線によりお知ら
せしますので、次の「行動の目安」を参考に行動してください。

微小粒子状物質（ＰＭ２．５）の注意喚起情報が発信されます

町子育て支援センターでは、子育て親子に寄り添いながら、

親子のふれあいと絆づくりを大切にした活動を行っています。

～ 遊 び に お い で よ ～

子 育 て 支 援 セ ン タ ー 6月

★　子育て相談・定期相談日　★
・日　時：10日（月）、24日（月）午前9時30分～正午
・受付場所：支援センター　事務室
＊町保健センター等の関係機関と連携しています。

遊戯室『まんまるーむ』開放：日曜日、祝日を除き午前 9時から午後 5時まで

－　詳細はお問合せください。－
【問合せ先】　保健福祉部こども課　子育て支援センター　☎０２９－２９１－０９８０（直通）

『　茨城町総合福祉センター　「ゆうゆう館」内　』

★　読み聞かせ　★
・日　時：５日（水）、19日（水）・午前10時45分～11時
・場　所：遊戯室「まんまるーむ」
＊子育てボランティアによる読み聞かせを予定。

★　砂場開放　★
・日　時：12日（水）午前10時30分～11時30分
・場　所：ゆうゆう館中庭　砂場

★『ミニ・セミナー』★―随時実施致します―
・実施時間：10分程度
【場所：遊戯室「まんまるーむ」】
＊親子でふれあって、楽しい時間を過ごしましょう。

『子育てセミナー・みんなでピョン』とは，こんなセミナーです！ 
　お子さんと一緒に、ふれあい遊びやふれあい体操、家ではなかなか出来ないミニアスレチックな
どを使い、思いっきり体を動かして遊びます。
　お子さんの楽しんでいる様子、がんばっている姿を見ることで、成長の喜びを感じることができ
ます。さあ、お子さんと一緒に体を動かしてスキンシップを図りながら楽しく遊びましょう。

―　活動にはボランティアの皆さんのご協力を頂いています。小さいお子さん、兄弟・姉妹のいる
ご家庭でも安心して参加できます。どうぞお気軽にご参加ください。　―

～さつまいもの苗植えからいも掘りまで、
一連の流れを親子で体験しましょう～
日にち：４日（火）【雨天時：６日（木）】
場　所：ゆうゆう館　中庭　畑
持ち物：タオル、帽子、着替え、
　　　　水分補給のための飲み物、
＊汚れてもよい服装で参加してください。
―　５月14日（火）から受付開始　―
＜苗植え後の予定＞
・「観察及び草取り・水やり」：９／６（金）
・「いも掘り」　　　　　　  ：10／29（火）

≪子育てセミナー≫ ―要予約―　町内の未就学児とその保護者対象
＊　実施時間：午前 10 時 30 分～ 11 時 30 分　＊

『キッズガーデン―畑―』【定員8組】

～体を使った遊びを親子で
楽しみましょう～

日にち：20 日（木）
場　所：保健センター　健診室
内　容：ふれあい遊び・ふれあい体操
　　　・ミニアスレチック　など

―　5月30日（木）から受付開始　―

『みんなでピョン』【定員10組】

【行動の目安】
・屋外での長時間の激しい運動や外出をできるだけ控えてください。
・ 屋内においても、換気や窓の開閉を必要最小限にするなどにより、外気の侵入をできるだけ減
らしてください。
・ 特に、呼吸器系や循環器系に疾患のある方、小児、高齢者の方は、体調に応じてより慎重に行
動してください。

〇光化学スモッグ・PM2.5 情報メール配信開始
　注意喚起情報が発信されることにより「光化学スモッグ・ＰＭ 2.5 情報メール」の配信が開始
されました。情報配信を希望する場合は、下記をご参照ください。

◇配信内容　
　「光化学スモッグ発令情報・光化学スモッグ当日情報・ＰＭ 2.5 注意喚起情報」
◇登録方法
　県ホームページ（環境対策課）の配信登録画面（http://www.taiki2.pref.ibaraki.jp/）にアクセ
スし、指示に従い登録してください。
（注意）メール配信の登録・情報料は無料、通信費は登録者負担となります。

インターネットでご覧になる場合はこちら
茨城県大気汚染常時監視情報　http://www.taiki.pref.ibaraki.jp/data.asp

※微小粒子状物質（PM2.5) とは大気中に漂う粒径 2.5μm
以下（髪の毛の太さの 30 分の１）の小さな粒子のことで、
粒径が小さく呼吸器系、循環器系器官への影響が懸念され
ています。
　
【問合せ先】
茨城町みどり環境課　　　　　☎２４０－７１３５
茨城県生活環境部環境対策課　☎３０１－２９６１

～さつまいもの苗植えからいも掘りまで、
さつまいもの苗植え
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◆一般的な健康診査（身体測定・血液検査等） ◆一般的な健康診査日程表（お申込み不要・直接健診会場へお越しください。） ◆その他の健康診査日程表（お申込みが必要です。【定員有】）

　　健診会場では、生活習慣病予防健診・特定健康診査・高齢者健康診査及び結核肺がん・前立腺がん 　　申込期間、方法等詳細については町広報誌、回覧にてお知らせします。

　・大腸がん（容器配布）・肝炎ウイルス検診が受診できます。 健診会場　　ゆうゆう館内保健センター

※　各種茨城町健康診査受診券は、6月上旬に発送予定です。

◆その他の健康診査　　ご加入の医療保険に関係なく、どなたでも受診できます。

問合せ先
茨城町保健福祉部

健康増進課 ☎０２９－２４０－７１３４

保　険　課 ☎０２９－２４０－７１１３

※受付時の混乱を避けるため、受付時刻の３０分前から番号札を配布いたします。

11月26日（火）

午前9時30分～11時30分

午後1時～2時

午前9時30分～11時30分上雨ケ谷・下雨ケ谷・下座・増
山・坂東・生井沢・鳥羽田

下雨ケ谷ふるさとコミュニ
ティセンター

11月13日（水） 桜の郷コミュニティセンター

●

前
　
　
　
　
　
　
　
期

後
　
　
　
　
　
　
　
期

宮ケ崎新農村集落センター
宮ケ崎・宮ケ崎第四・第五・第
六・宮ケ崎日進・網掛・昭和

木部東部新農村集落センター

上飯沼新農村集落センター

木部東部・木部西部・木部南部

上飯沼・下飯沼・上飯沼南部・
飯沼

負　担　金

65歳以上の男女 胸部レントゲン検査

７５歳以上
（健診当日）

高齢者健康診査

集　　団 医療機関

20歳以上 子宮頸部の細胞診検査

平成２５年度茨城町健康診査  日程

7月2日（火）

7月16日（火）

7月17日（水）

※心電図、眼底、貧血検査は希望で
受診できます。

喀痰細胞診検査
40歳以上で血痰の出た方、または50歳以上で1日の
喫煙本数×喫煙年数が600本以上の方

骨 粗 し ょ う 症 検 診

女 性 の 健 診

乳 が ん 検 診

健　診　名 対　象　者 内　　　容

４０歳～７４歳
特定健康診査
※国民健康保険被保険者

・特定健康診査受診
券
・健康保険被保険者
証

４０歳～７４歳
特定健康診査
※国保以外の健康保険被保
険者の被扶養者

1,000円

問診・身体測定・血圧測定・血液検
査（肝機能、血糖等）・尿検査・心電
図、眼底、貧血検査

※　希望により、集団健診・医療機関
健診のいずれかを受診できます。

問診・身体測定・血圧測定・血液検
査・尿検査等

※　医療保険により、健診内容・負担
金が異なります。

対象者 健　診　名 持　ち　物

１９歳～３９歳 生活習慣病予防健診
・健康診査受診券(生
活・社保特定用)

1,000円
問診・身体測定・血圧測定・血液検
査(肝機能、血糖等)・尿検査・心電
図、眼底、貧血検査

7月31日（水）

40歳以上の男女

肺がん検診（喀痰検査）

胸部レントゲン検査
※40歳から64歳までの結核検診含む

結 核 検 診

肺 が ん 検 診 40歳以上の男女

7月18日（木）

7月25日（木）

6月28日（金）

月日（曜日）

7月20日（土）

平成25年度茨城町健康診査  内容

7月26日（金）

8月1日（木）

7月30日（火）

500円

・後期高齢者健康診
査受診券
・後期高齢者医療被
保険者証

無　料

1,700円

・健康診査受診券(生活・社保特
定用）
・健康保険被保険者証
・医療保険者発行の特定健康診
査受診券

問診・身体測定・血圧測定・血液検
査（肝機能、血糖等）・尿検査

小鶴・三島・谷田部

長岡第二・矢頭東・西・北・
中丸原

12月4日（水）

11月22日（金）

11月27日（水）

11月28日（木）

12月3日（火）
秋葉・南島田・神谷・小幡・
五里峰・古宿・千貫桜

大山原・明光台団地・桜団地・
常井・瑞穂・近藤・桜の郷

ゆうゆう館内保健センター

全地区11月17日（日）

全地区

前田第一・第二・第三・東

長岡・植農・下郷・上郷・大
畑・馬渡

ゆうゆう館内保健センター 全地区（夜間健診）

ゆうゆう館内保健センター

ゆうゆう館内保健センター 全地区（夜間健診）

桝原新農村集落センター

長洲公民館

全地区

野曽・野曽後谷・南栗崎・南川
又・越安・蕎麦原・駒渡・千勝

全地区

中石崎・桝原・宮前

遠西・長洲・前谷・後谷・台

健　診　会　場

対　　　象　　　地　　　区

奥谷・サングリーン奥谷・桜
丘団地・赤坂・下土師

小堤・駒場・神宿

城之内・海老沢・本郷

船渡・東永寺・飯塚・中山・
新興・前原・金沢・若宮

午後5時～7時

2月2日（日）

午前9時30分～11時

午後1時～2時

午前9時30分～11時30分

午前9時30分～11時

午後1時～2時30分

●

9月29日（日）

午後1時～2時

午後5時～7時

午前9時～11時
午後1時～2時30分

● ●

2月7日（金） ●

受付時間※都合の悪い方は、対象地区
以外でも受診できます。

9月17日（火）

午前9時～11時
午後1時～2時30分

月日（曜日）健　　診　　名

●

前
期

11月14日（木） ● ● ● ●

特
定
健
康
診
査

● ● ● ●

● ● ●

11月20日（水）

11月21日（木）

無　料

腹
部
超
音
波
検
診

前
立
腺
が
ん
検
診

結
核
・
肺
が
ん
検
診

高
齢
者
健
康
診
査

大
腸
が
ん
検
診

胃
が
ん
検
診

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
診

2月26日（水） ● ● ●

57歳以上

午後1時～2時30分

●

●

●

● ● ●

1,300円 1,500円

40･45･50･55・60・65・70
歳（年度内）の方

足のかかとの超音波検査

500円 1,000円

500円 1,500円

500円

視触診＋超音波検査30歳～56歳

500円

1,000円

800円

300円

無　料

500円

バリウムによる胃部レントゲン検査

便潜血反応検査（2日採便法）

前立腺特異抗原ＰＳＡ検査（血液検査）前 立 腺 が ん 検 診 50歳以上の男性

胃 が ん 検 診

腹 部 超 音 波 検 診

大 腸 が ん 検 診

肝 炎 ウ イ ル ス 検 診

40歳以上の男女で前
年度未受診者

マンモグラフィ（Ｘ線）1方向

（2年に1回）

Ｂ型・Ｃ型ウイルス検査（血液検査）

肝臓・胆のう・膵臓・腎臓・脾臓の超音
波検査

40歳～49歳 視触診＋マンモグラフィ（Ｘ線）2方向

50歳～56歳

●

800円

10月2日（水）

10月3日（木）

●

●

（※マンモグラフィ（Ⅹ線）
は2年に1回の検査です）

●2月1日（土） ● ● ●

800円 1,500円視触診＋マンモグラフィ（Ｘ線）1方向

●

子 宮 が ん 検 診

40歳以上の男女

40歳以上の男女で過
去未受診者

● ● ● ●

●

9月19日（木）

● ●9月12日（木）

● ●

9月13日（金） ●

● ●

●●

●●

● ● ● ●

胃がん・大腸がん検診

● ● ●
後
期

●

● ● ● ●

● ● ● ●

10月7日（月）

7月3日（水）

総合健診

※一般健診と胃がん、
超音波検診が一緒に
受診できます。

受
付
時
間

◇前期　7時から
11時までの30
分ごと
◇後期　7時30
分から11時まで
の30分ごと 12月1日（日）

6月16日（日）

●

●

●

●

●

● ● ●

骨
粗
し

う
症
検
診

●

● ●

● ●

● ● ● ●

● ●

子
宮
が
ん
検
診

●

● ●

●

●）火（日71月21

● ●

健　診　名 月日（曜日） 受付時間

乳がん検診

視
触
診
検
査

超
音
波
検
査

女
性
の
健
診

(

(

集
団
検
診

前
　
期

正午～午後1時

後
　
期

正午～午後1時
● ●

●

受
　
付

◇7時から11時まで
の30分ごと

1月19日（日）

1月24日（金）

● ● ●

2月3日（月）

2月24日（月） ● ●

負担金内　　　容

● ● ●

● ●

マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ

二
方
向

マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ

一
方
向
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　茨城町産業廃棄物不法投棄監視員による一斉
清掃が行われました。春一番が吹き荒れる中、
ごみのポイ捨てが絶えない茨城中央工業団地内
町道沿いの清掃を行い、合計 350kg のごみを
回収しました。
　監視員の方々には、随時担当地区のパトロー
ルを行うなど、不法投棄の監視にご協力をいた
だいております。町民の皆様につきましても、
不法投棄に監視の目を向けていただき、不法投
棄を発見した場合はみどり環境課（☎２４０－
７１３５）までご連絡ください。

　　　　
３/13
（水）

手を取り合って子育て支援
わいわい発表会開催

　子育て中の保護者を支援するため、未就学
児とその保護者を対象にした手作りの発表会

「わいわい発表会」がゆうゆう館において行
われました。
　ゆうゆう館エントランスホールの特設ス
テージでは、更生保護女性会やおはなしの会

「しらゆきひめ」、子育て個人ボランティア「こ
ころちゃんの会」などによる、季節の歌やヘ
ビが踊る人形劇、紙皿を使用したペープサー
ト（紙人形劇）などの発表が行われ、訪れた
親子連れを楽しませました。

　更生保護女性会は、更生支援活動や子育て
支援活動を、おはなしの会「しらゆきひめ」は、
図書館や幼稚園、小中学校などで読み聞かせ
や人形劇を、子育て個人ボランティア「ここ
ろちゃんの会」は、長岡幼稚園での読み聞か
せや図書館事業への参画活動を日頃から実施
しています。

３/１
（金）

茨城町不法投棄監視員による
一斉清掃

　　　　

　茨城町は一般財団法人茨城県薬剤師会検査センター（※）と、「災害時等の公衆衛生及び環境保全に
係る検査に関する協定」を締結しました。
　４日に行われた締結式では、小林町長と同検査センターの横濱明理事長が協定書に署名しました。協
定の締結にあたって小林町長は、「震災以降、様々な業種、業界と災害に備えた協定を結んできた。さ
らにこの度、この協定を締結することでき、非常に心強く感じています。災害に対し、万全の体制をもっ
て町民生活の安全・安心を守りたい。」と述べ、横濱理事長も「協定の締結により、地域の安全な暮ら
しに貢献できる。茨城町に対し、検査機関として協力していきます。」と応えました。

　協定に基づき、災害時等に同センターに
　要請できる事項は以下のとおりです。
　①水道、井戸、受水槽等の水質検査
　②土壌検査
　③食品中の異物・微生物検査
　④水、食品、土壌などの放射能検査
　⑤その他必要な事項
※旧名　財団法人茨城県薬剤師会公衆衛生検査
　　　　センター（４月１日移行）

３/４
（月）

災害時協定締結
災害時における水質や土壌などの検査体制の強化

　　　　

　３月３日（日）、霞ヶ浦問題協議会主催による
「霞ヶ浦・北浦地域清掃大作戦」が行われました。
　この事業は、霞ヶ浦の環境保全に対する意識
高揚を図ることを目的として、流域住民による
一斉清掃を行うものです。
　茨城町においては、流入地域となる生井沢憲
生区、生井沢協栄区、上雨ヶ谷区、下雨ヶ谷区、
下座区の皆さんのご協力により、河川敷や道路
側溝等のごみ拾いが行われました。休日にもか
かわらず朝早くから多くの参加者があり、地域
一体となって環境美化に向け意欲的に作業が行
われていました。

（※ 上雨ヶ谷区においては、１月 27 日にごみ
拾いを実施しました。）

３/３
（日）

第79回霞ヶ浦・北浦地域
清掃大作戦

　　　　

　前副町長の矢口和博氏が退任さ
れたことに伴い、茨城県から柴義
則氏（48 歳）が派遣され、４月
１日付で副町長に就任しました。
　柴副町長は就任の挨拶で、「『安
全・安心で活力あるまち　いばら
き』実現に向け、町民の皆さまの
ご期待に沿うべく誠心誠意努力い
たします。」と、意気込みを語り
ました。

４/１
（月）

茨城町副町長　
柴　義則氏　就任

　　　　

　３月12日と19日、町内の各小中学校で卒業式が行われ、
小学校 265 人、中学校 296 人の卒業生が、在校生に見送
られながら慣れ親しんだ学び舎を巣だっていきました。
　19 日に石崎小学校で行われた卒業式では、「先生、先
輩からたくさんのことを吸収し、大きくなってくださ
い。」と式辞を述べた坂場校長先生より、卒業生一人ひ
とりに卒業証書が手渡されました。
　卒業生たちは、運動会や遠足など、６年間の思い出を
振り返りながら、先
生や保護者への感謝
の気持ちを述べ、在
校生も「一緒に遊ん
で く れ て あ り が と
う、石崎小の伝統は、
私たちが引き継ぎま
す。」と応えました。

３/12・19
（火）

思い出と新たな希望とともに　
各小中学校で卒業式
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《
短
歌
》

○�

こ
の
秋
も
献
上
柿
は
己
が
手
と
睦
月

に
剪
定
す
る
傘
寿
の
従い

と

こ兄

吐　
　
　

泉（
神　

宿
）

◦�

甘
酒
は
古
里
の
味
雪
残
る
大
内
宿
に

仲
間
と
ふ
ふ
む田

口
す
い
子（
南
川
又
）

◦�

夢
一
杯
ラ
ン
ド
セ
ル
に
詰
め
込
ん
で

３
キ
ロ
余
り
の
道
を
踏
み
出
す

鳥
羽
田
早
苗（
鳥
羽
田
）

　

�

我
が
家
の
狭
い
庭
に
も
小
鳥
来
て
春

の
兆
し
を
そ
れ
ぞ
れ
告
ぐ
る

　
　
　
　
　
　

萩
谷
彰
一
郎（
長　

岡
）

　

�

赤
松
の
薪
を
詰
め
入
れ
３
昼
夜
寝
ず

の
番
す
る
復
興
窯

河
野　

久
子（
昭　

和
）

　

�

光
圀
公
斉
昭
公
の
祀
ら
れ
し
神
田
耕

す
土
に
梅
の
香岡

山　

一
二（
上
石
崎
）

　

�

雪
国
に
厄
介
も
の
の
雪
な
れ
ど
一
度

は
見
た
し
白
銀
の
世
界

海
老
沢
ミ
ユ
キ（
前　

谷
）

　

�

亡
き
母
の
日
記
を
読
み
て
遠
き
日
の

優
し
さ
厳
し
さ
甦
り
く
る

森
作　

邦
夫（
鳥
羽
田
）

　

�

枯
草
の
中
に
萌
え
た
る
蕗
の
薹
摘
み

き
て
今
日
は
天
ぷ
ら
作
る

野
原　

き
よ（
昭　

和
）

　

�

震
災
の
二
日
の
後
に
義
兄
逝
き
て
早

や
三
年
忌
と
な
る
時
の
過
ぎ
た
り

二
宮
不
二
子（
大　

戸
）

《
俳
句
》

○
月
出
で
て
辛こ

ぶ

し夷
わ
が
家
の
道
し
る
べ

岡
山　

一
二
（
上
石
崎
）

◦
遠
目
に
も
木
の
芽
ほ
ぐ
る
る
色
と
な
り

野
原　

き
よ
（
昭　

和
）

◦
人
知
れ
ず
咲
き
て
野
梅
の
か
く
匂
ふ

道
川　

た
い
（
南
川
又
）

　

草
萌
ゆ
る
野
に
柔
ら
か
き
風
の
音

鶴
町
あ
い
子
（
常　

井
）

　

予
想
せ
ぬ
鶯
啼
く
や
道
の
駅

吐　
　
　

泉
（
神　

宿
）

　

耕
せ
ば
初
音
の
届
く
野
良
広
し

田
口
す
い
子
（
南
川
又
）

　

老
い
し
と
は
円
熟
味
あ
る
花
の
よ
う

田
口　

正
子
（
南
川
又
）

　

朝
ぼ
ら
け
雉
子
が
空
地
を
鳴
き
廻
る

萩
谷
彰
一
郎
（
長　

岡
）

　

梅
の
香
に
い
や
さ
れ
歩
く
つ
く
ば
古み

ち道

高
津　

敏
雄
（
中
石
崎
）

　

春
た
け
て
気
紛
れ
陽
気
花
繚
乱

高
田　

宗
雄
（
大　

戸
）

（
評
）
岡
山
さ
ん―

日
が
暮
れ
て
暗
く
な
っ
た
が
、
月
が
昇
っ
て

コ
ブ
シ
の
花
が
真
っ
白
に
浮
き
立
っ
て
見
え
た
。
あ
の
コ
ブ
シ
は
、

い
わ
ば
我
が
家
の
目
じ
る
し
で
あ
る
。
野
原
さ
ん―

自
然
は
ま

さ
に
木
々
の
芽
吹
き
ど
き
。
遠
く
か
ら
眺
め
て
、
色
の
変
化
を
、

ほ
ぐ
る
る
色
と
見
た
の
が
俳
句
と
言
っ
て
よ
い
。
道
川
さ
ん
、
鶴

町
さ
ん―

ど
ち
ら
も
独
特
の
表
現
で
、
い
い
句
を
作
っ
て
い
る
。

さ
す
が
。
高
津
さ
ん―

つ
く
ば
古
道
を
歩
い
て
、
梅
の
香
に
疲

れ
を
癒
さ
れ
た
と
い
う
。
高
田
さ
ん―

春
た
け
な
わ
、
予
測
の

立
た
な
い
気
紛
れ
な
天
気
で
も
花
々
は
咲
き
乱
れ
て
い
る
。

健康増進課
（保健センター）

内　線
420～423

す
こ
や
か
ニ
ュ
ー
ス

　

４
月
か
ら
の
新
生
活
が
始
ま
っ
て
約
１
か

月
。
新
生
活
に
は
慣
れ
て
き
ま
し
た
か
。

　

忙
し
い
日
々
の
生
活
の
中
で
、
朝
ご
は

ん
を
食
べ
な
か
っ
た
り
、
お
ろ
そ
か
に

な
っ
た
り
は
し
て
い
ま
せ
ん
か
。

　

朝
ご
は
ん
は
胃
袋
を
満
た
す
た
め
だ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
朝
ご
は
ん
を
き
ち
ん

と
食
べ
る
こ
と
で
、
眠
っ
て
い
た
体
と
頭

を
目
覚
め
さ
せ
、
集
中
力
や
や
る
気
を
起

こ
し
、
１
日
の
生
活
リ
ズ
ム
を
整
え
る
こ

と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

☆
朝
ご
は
ん
の
役
割

　

①
体
温
を
上
げ
、体
を
目
覚
め
さ
せ
る
。

　

②�

脳
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
な
り
、
集
中
力

や
、
や
る
気
の
ア
ッ
プ
、
イ
ラ
イ
ラ

防
止
に
つ
な
が
る
。

　

③�

腸
に
よ
い
刺
激
と
な
り
、
排
便
リ
ズ

ム
が
整
う
。

　

④�

前
日
の
夕
食
か
ら
昼
食
ま
で
の
空
腹

状
態
を
少
な
く
す
る
。

☆
朝
ご
は
ん
が
食
べ
た
く
な
る
ポ
イ
ン
ト

　

朝
食
を
食
べ
ら
れ
な
い
人
の
背
景
に
は

「
生
活
の
夜
型
化
」
が
関
係
し
て
い
ま
す
。

夜
更
か
し
を
せ
ず
、
寝
る
２
～
３
時
間
前

は
何
も
食
べ
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
で
、

目
覚
め
と
と
も
に
自
然
に
食
欲
が
わ
い
て

き
ま
す
。

☆
朝
ご
は
ん
に
ぴ
っ
た
り
な
食
材
選
び
を

　

朝
の
忙
し
さ
を
理
由
に
、
お
菓
子
や
イ

ン
ス
タ
ン
ト
食
品
を
朝
食
代
わ
り
に
し
た

り
、
パ
ン
だ
け
・
ご
飯
と
ふ
り
か
け
だ
け

に
し
た
り
す
る
な
ど
、『
主
食
だ
け
』
の

食
事
に
な
っ
て
は
い
ま
せ
ん
か
。「
食
べ

な
い
よ
り
は
…
」
と
思
い
が
ち
で
す
が
、

活
発
に
活
動
す
る
た
め
に
も
、
主
食
＋
た

ん
ぱ
く
質
＋
ビ
タ
ミ
ン
（
野
菜
・
果
物
類
）

の
組
合
せ
を
取
り
入
れ
ま
し
ょ
う
。

食
材
選
び
の
ポ
イ
ン
ト
は
、

　

①
買
い
お
き
や
保
存
が
で
き
る
も
の
。

　

②
洗
う
・
切
る
手
間
が
少
な
い
も
の
。

　

③
調
理
が
簡
単
も
し
く
は
し
な
く
て
い
い
も
の
。

〈
食
材
の
一
例
〉　

納
豆
、
し
ら
す
干
し
、

ハ
ム
、
卵
、
豆
腐
、
ミ
ニ
ト
マ
ト
、
キ
ュ

ウ
リ
、
し
め
じ
、
乾
燥
わ
か
め
、
缶
詰
類
、

ヨ
ー
グ
ル
ト
、
果
物
類
な
ど

朝
ご
は
ん
で
元
気
に
ス
タ
ー
ト
！

☆わたしのおすすめの一冊☆
萩谷　彰一郎（長　岡）

「あなたの知らない　茨城県の歴史」
監修者　山本　博文　洋泉社発行

　「はじめに」の欄で《茨城県は常陸国と下総国北部からなる。
人口は全国第十一位で政令指定都市を持たない県では最も人
口が多い》と書かれており、読んでみようかと興味を持って
購入した本です。
　・古代の常陸は、物産豊かな理想郷「常世の国」だった？
　・水戸三代藩主・光圀は諸国を「漫遊」したのか？
　・茨城県が「難治の県」と呼ばれたのはなぜ？
　・「研究学園都市」が筑波にできたのはなぜ？
というように質問形式で書かれ、読者自身が疑問に思ってい
る所をどこからでも読むことでき、仮名付きなので中学生も
興味をもって読書が出来る本です。

「脳の健康教室」開催のお知らせ
　「あれ、あれ、なんだっけ？」物の名前が出てこない。２階に上がって、「何しにきたのかしら？」
心当たりはありませんか？
　この教室では、簡単な「読み・書き・計算」を行い脳の活性化を図ります。

【対 象 者】　概ね 70歳以上の方で毎週１回学習教室への参加と、毎日10分程度の自宅学習が可能な方
【定　　員】　28 名
【学習期間】　平成 25 年６月 20 日～平成 25 年 12 月 26 日まで（６か月間）
【学習曜日】　毎週木曜日（８月 15 日は休み）
【学習時間】　Ａコース：午前 10 時から 11 時まで　
　　　　　　Ｂコース：午前 10 時 30 分から 11 時 30 分まで
【会　　場】　茨城町総合福祉センター　ゆうゆう館　２階「多目的室」
【費　　用】　月額 1,000 円
【送　　迎】　有り　希望する方はお申し出ください。
【申込締切】　５月 24 日（金）まで
【申 込 先】　電話にて　健康増進課　☎２４０－７１３４

※　申し込みされた方の連絡先は茨城町地域包括支援センターに情報提供させて頂きます。
　　�後日包括支援センター職員からご連絡し、からだや生活の状況などのお話を伺い、教室への参加

決定をいたします。

健康増進課（保健センター）５月の予定

日 曜日 事業名 受付時間

８ 水 健康相談 ９：00～11：30

11 土 パパママ教室 ９：30～９：45

14 火 １歳６か月児健診 13：00～13：30

24 金 乳児健診 13：00～13：30

28 火 ３歳児健診 13：00～13：30

30 木 ごっくん教室 ９：45～10：00

（
評
）
吐
泉
さ
ん―

八
郷
の
献
上
柿
は
有
名
だ
が
、
作
る
人
は
大

変
な
努
力
を
し
て
い
る
こ
と
が
、
こ
の
歌
で
よ
く
わ
か
る
。
一
月

と
い
う
寒
さ
、
八
十
歳
と
い
う
年
齢
に
負
け
ず
に
手
入
れ
を
重

ね
、
立
派
な
献
上
柿
が
実
を
結
ぶ
こ
と
が
、
表
現
さ
れ
て
い
る
。

　
　

田
口
さ
ん―

道
の
両
側
に
雪
が
積
っ
て
い
て
、
風
が
冷
た

い
大
内
宿
、
目
に
止
ま
っ
た
甘
酒
屋
で
仲
間
達
と
飲
ん
だ
甘
酒

は
古
里
の
味
だ
っ
た
。
鳥
羽
田
さ
ん―

新
一
年
生
の
背
中
よ
り

大
き
い
ラ
ン
ド
セ
ル
、
嬉
し
い
夢
も
一
緒
に
詰
め
入
れ
て
、
こ

れ
か
ら
通
う
３
キ
ロ
の
道
は
、
人
生
の
門
出
に
も
つ
な
が
る
道
、

転
ば
ず
に
歩
い
て
ほ
し
い
。

【作品の送付先】〒３１１－３１９２　茨城町小堤１０８０
　　　　　　　　茨城町まちづくり推進課　秘書情報グループ
【問合せ先】まちづくり推進課　☎２４０－７１２６

広報紙に掲載する作品を
募集しています

☆文芸
　はがきに３首、３句以内を書いて、
住所氏名を明記の上、月末までにお送
りください。

☆おすすめの一冊
　皆さまのおすすめの本を広報紙で紹
介してみませんか。絵本でも小説でも
種類は問いません。本とおすすめする
理由の掲載となります。

☆わが家のペット自慢
　皆さまのご家庭のペットを広報紙へ
掲載しませんか。写真と紹介文の掲載
となります。



広報いばらき平成25年5月1日 14広報いばらき 平成25年5月1日15

１１

善
意
の
と
も
し
び

　
　
　
（
順
不
同
・
敬
称
略
）

▼
善
意
銀
行
へ
（
社
会
福
祉
協
議
会
）

〇
金
円
一
万
円
＝
入
野
内　

理
恵

○
金
１
９
，
７
０
６
円
＝
匿
名
希
望

▼
社
会
福
祉
協
議
会
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
セ
ン
タ
ー
へ

○
シ
ャ
ワ
ー
ラ
ク
５
台
＝
ト
ヨ
タ

部
品
茨
城
共
販
㈱

▼
明
光
中
学
校
へ

○
中
学
校
英
語
辞
典
３
８
４
冊
、

報
道
写
真
集
２
冊
、
２
０
０
１
年

１
月
１
日
新
聞
記
事
ラ
ミ
ネ
ー
ト

板
約
２
５
０
枚
＝
土
田　

忠
考

▼
文
化
的
施
設
等
備
品
費
用
と
し
て

○
金
８
万
円
＝
公
益
社
団
法
人
日

本
ダ
ン
ス
ス
ポ
ー
ツ
連
盟
元
全
日

本
フ
ァ
イ
ナ
リ
ス
ト　

和
智　

健

郎
・
喜
理
子

県
立
美
術
館
・
博
物
館
の

お
得
な
年
間
パ
ス
ポ
ー
ト

　

対
象
施
設
が
主
催
す
る
す
べ
て

の
展
覧
会
を
、
有
効
期
間
内
に
何

度
で
も
ご
覧
い
た
だ
け
る
お
得
な

年
間
パ
ス
ポ
ー
ト
を
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

　

有
効
期
間
は
購
入
日
か
ら
一
年

間
で
す
。

○
茨
城
県
立
美
術
館
共
通

　

一
般
３
千
円
、高
大
生
２
千
円
、

小
中
学
生
千
円

対
象
施
設
：
近
代
美
術
館
、
五
浦

美
術
館
、
つ
く
ば
美
術
館
、
陶
芸

美
術
館

○
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
パ
ー
ク
茨
城
県

自
然
博
物
館

　

一
般
１
，
５
０
０
円
、
高
大
生

千
円
、
小
中
学
生
３
０
０
円

○
茨
城
県
立
歴
史
館

　

一
般
千
円
、
大
学
生
５
０
０
円

【
問
合
せ
先
】

　

茨
城
県
文
化
課

　

☎
０
２
９
（
３
０
１
）
５
４
４
２

　

※
ご
購
入
に
つ
い
て
は
各
館
で

お
願
い
し
ま
す
。

石
岡
市
・
小
美
玉
市
就
職
説
明
会

（
就
勝
！
２
０
１
３
）
の
開
催

　

大
学
・
短
大
・
専
門
学
校
な
ど

を
平
成
26
年
３
月
に
卒
業
見
込
み

の
方
を
対
象
と
し
た
就
職
説
明
会

を
開
催
し
ま
す
。
石
岡
市
・
小
美

玉
市
の
事
業
所
が
集
ま
り
採
用
面

接
や
企
業
説
明
を
実
施
し
ま
す
の

で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
日
時　

５
月
23
日
（
木
）　

受　

付
：
午
後
０
時
30
分
よ
り

説
明
会
：
午
後
１
時
〜
午
後
４
時

▼
場
所　

石
岡
運
動
公
園
体
育
館

（
南
台
３
‐
34
‐
１
）

▼
そ
の
他　

事
前
申
し
込
み
・
履

　水戸財務事務所では、多重債務相談の窓口を開
設しています。借金の返済でお困りの方、ご連絡
ください。状況をお聞きし、債務整理のアドバイ
スや法律専門家への引き継ぎをいたします。
　相談無料、秘密は守ります。

【連絡先】
　財務省　関東財務局　水戸財務事務所　
　多重債務相談窓口
　専用ダイヤル
　☎０２９（２２１）３１９０
　受付時間：平日午前８時半～正午、
　　　　　　午後１時～午後４時半

と
な
り
の

　
　

ま
ち
か
ら

笠
間
市

第
10
回　

道
の
市

　

こ
だ
わ
り
の
作
品
や
、
作
り
手
の
顔
と
温
か

い
心
が
見
え
る
よ
う
な
作
品
が
集
ま
り
ま
す
。

▼ 

会
期　

６
月
１
日
（
土
）・
６
月
２
日
（
日
）

▼ 

時
間　

午
前
10
時
〜
午
後
５
時

▼
会
場　

弁
天
町
駅
前
通
り　

無
料
駐
車
場
有
り

【
問
合
せ
先
】
第
10
回
「
道
の
市
」
笠
間
ハ
ン

ド
メ
イ
ド
フ
ェ
ア
in
弁
天
町
実
行
委
員
会
事
務

局
（
さ
く
ら
ガ
ス
株
式
会
社
内
）

　

☎
０
２
９
６
（
７
２
）
０
１
１
９

城
里
町

健
康
増
進
施
設
「
ホ
ロ
ル
の
湯
」

▼ 

営
業
時
間　

午
前
10
時
〜
午
後
９
時

▼ 

料
金　

大
人
８
０
０
円
、
小
人
４
０
０
円

　

 

※
土
・
日
、
祝
日
は
大
人
千
円
、
小
人

歴
書
は
不
要
、
参
加
無
料
、
上
履

き
持
参
。
詳
細
は
石
岡
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
先
】
石
岡
市
商
工
観
光
課

☎
０
２
９
９
（
２
３
）
１
１
１
１

多重債務相談窓口

５
０
０
円

　

 

午
後
５
時
か
ら
は
大
人
５
０
０
円
、
小
人

３
０
０
円

　

 

プ
ー
ル
利
用
は
、
別
途
大
人
１
０
０
円
、
小

人
５
０
円
。

▼
定
休
日　

毎
週
月
曜
日（
祝
日
の
場
合
は
翌
日
）

▼
場
所　

城
里
町
下
古
内
１
８
２
９
‐
３

【
問
合
せ
先
】

　

☎
０
２
９
（
２
８
８
）
７
７
７
５

大
洗
町

大
洗
魚
市
場
ホ
ッ
キ
ま
つ
り

　

大
洗
で
獲
れ
た
新
鮮
な
ホ
ッ
キ
貝
や
魚
介

類
・
干
物
な
ど
の
海
の
幸
を
特
別
価
格
に
て
提

供
し
ま
す
。

▼
日
時　

６
月
９
日
（
日
）　

　
　
　
　

午
前
９
時
〜
午
後
２
時

▼
場
所　

大
洗
町
魚
市
場
内

【
問
合
せ
先
】
大
洗
町
農
林
水
産
課

　

☎
０
２
９
（
２
６
７
）
５
１
１
１

平
成
25
年
度
母
子
家
庭
等
自
立

促
進
講
習
会

▼ 

受
講
対
象
者　

母
子
家
庭
の
母
及
び
寡

婦
（
以
前
受
講
し
た
も
の
を
除
く
）
で
、

母
子
家
庭
等
に
な
っ
て
か
ら
概
ね
７
年

以
上
経
過
し
て
お
り
、
今
後
就
労
を
希

望
し
て
い
る
方

▼
受
講
種
目　

医
療
事
務
講
座

▼
募
集
人
員　

24
名
程
度

▼ 

受
講
日
時　

６
月
９
日
〜
11
月
17
日
の

期
間
中
の
日
曜
日
午
前
10
時
〜
午
後
４
時

▼ 

講
習
会
場　

県
立
母
子
の
家
母
子
福
祉

セ
ン
タ
ー
（
水
戸
市
八
幡
町
11

－

52
）

▼ 

受
講
手
続　

受
講
希
望
者
は
、
申
込
書

と
原
稿
用
紙
に
受
講
し
た
い
理
由
・
参

加
動
機
を
記
入
し
、
平
成
25
年
５
月
25
日

（
消
印
有
効
）
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。
申
込
書
は
町
こ
ど
も
課
か
、
左
記
申

込
先
に
ご
ざ
い
ま
す
。

▼ 

受
講
料
等　

自
己
負
担
６
，０
０
０
円
（
教

材
費
等
）、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
行
事
用
保
険
料

▼ 

そ
の
他　

託
児
あ
り
（
２
歳
児
以
上
）。

た
だ
し
、
所
得
に
応
じ
て
自
己
負
担
が
か

か
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▼ 

申
込
み
先　

〒
３
１
０

－

０
０
６
５　

　

水
戸
市
八
幡
町
11

－

52

　

県
立
母
子
の
家　

母
子
福
祉
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
２
９
（
２
２
１
）
８
４
９
７

　

F
A
X
０
２
９
（
２
２
１
）
８
６
１
８

【
問
合
せ
先
】
茨
城
町
こ
ど
も
課　

　

☎
（
２
４
０
）
７
１
４
４

　つと豆腐は、人が集まる行事で振舞わ
れる豆腐を使った郷土料理です。苞（つと）
とは、わらなどを束ねて物を包むことを
意味します。昔、柔らかい豆腐を運ぶ時
に豆腐を苞にいれていたところ、たまた
ま苞に包んだまま煮てしまったのが誕生
のキッカケだと言われています。
　茨城町生活改善クラブ連合会（安島せ
つ子会長）では、講習会などを通して、
町の郷土料理「つと豆腐」を広めようと
各地で活動しています。その活動の様子
は、昨年NHK水戸放送局でも取り上げら
れました。今一度、地元に伝わる郷土料
理に目を向けてみてはいかがでしょうか。

平成25年４月１日、次の方が総務大臣から委嘱されました。
　　　　石　井　敏　幸　☎２９２－０２６３（代）
　　　　海老澤　栄　子

　行政相談委員は、住民の皆さまの身近な相談相手とし
て、行政に関する相談などを受け付け、その解決のため
の活動をしています。毎日の暮らしの中で、困っている
こと、悩んでいることなどがありましたら、お気軽にご
相談ください。
　次のとおり行政相談所を開設します。ご相談は、無料・
秘密厳守です。
【日　　時】５月 20 日（月）　午後１時から午後４時まで
【場　　所】総合福祉センターゆうゆう館２階　会議室３
【問合せ先】茨城町総務課　☎２４０－７１２５

同日開催　行政書士相談会
　相談内容は、遺産分割・相続・遺言関係の相談や土地活
用、国籍、各種契約に関することなどです。
【日　　時】５月 20 日（月）　午後１時から午後４時まで
【場　　所】総合福祉センターゆうゆう館２階　会議室３
【相 談 員】茨城県行政書士会水戸支部会員
【問合せ先】茨城県行政書士会水戸支部事務局
　　　　 　☎０２９－２５１－３１０１

５月の納税
　○軽自動車税

 ※納付期限は５月 31 日です。
・税金は納期内に納めましょう。
・ 便利で安全な口座振替を推進して
います。

パソコンスクールみと

月謝　1000円～1500円
029-241-7711
090-3592-2519

く
ら
し

募
集
・
相
談

イ
ベ
ン
ト

ス
ポ
ー
ツ

講
座
・
教
室

♪

ひろば
情報

INFORMATION INFORMATION INFORMATION

2013　May５月号５月号

く
ら
し

募
集
・
相
談

イ
ベ
ン
ト

ス
ポ
ー
ツ

講
座
・
教
室

♪

茨城町役場 ★〒311-3192 茨城町小堤1080 TEL029-292-1111 １１

茨城町の郷土料理　つと豆腐

「めざそう　住みよい　まちづくり」
行政相談委員
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DATA DATA茨城町の人口と世帯数 ※カッコ内は前月比です。（住民基本台帳　平成25年 4月１日現在）
◆総人口34,213人（－108）男17,057人（－65）女17,156人（－43）◆世帯12,359戸（－9）

編集・発行 /茨城町総務企画部まちづくり推進課
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　 トモエガモ
　　（カモ目　カモ科）

　学名　Anas Formosa
　英名　Baikal teal
　写真 ／根本　紀夫
　文　 ／山口　萬壽美

13

再生紙を使用しています

里山に育む生きものたち

　

冬
鳥
と
し
て
本
州
以
南
の
日
本
海
側
に
多

く
渡
来
し
ま
す
。
特
に
石
川
県
の
河
北
潟
や

片
野
の
鴨
池
な
ど
で
は
、
５
０
０
羽
以
上
の

大
群
の
記
録
が
あ
り
ま
す
。

　

太
平
洋
側
で
は
非
常
に
少
な
く
、
過
去
10

年
間
の
本
県
で
の
記
録
に
よ
る
と
、
昨
年
１

月
、
大
洗
町
夏
海
湖
で
の
36
羽
が
最
高
の
記

録
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
な
お
、
本
町
・
涸
沼

で
は
、
平
成
19
年
の
19
羽
が
最
も
多
く
、
23

年
に
は
１
羽
の
記
録
が
あ
り
ま
す
。

▼
主
な
特
徴

　

コ
ガ
モ
よ
り
や
や
大
き
く
、
雄
成
鳥
は
約

40
ｃ
ｍ
で
、
顔
に
黄
白
色
、
緑
色
、
黒
色
か

ら
成
る
巴
字
形
の
模
様
が
見
ら
れ
、
そ
れ
が

多
く
の
人
々
を
惹
き
つ
け
て
い
る
よ
う
で
す
。

嘴
の
基
部
か
ら
媚
斑
状
に
後
頸
に
伸
び
る
細

い
白
線
が
あ
り
、
そ
れ
が
鉢
巻
を
し
た
よ
う

に
見
え
る
の
が
特
徴
で
す
。
体
の
上
面
は
褐

色
で
、
肩
羽
は
脇
に
か
か
る
ほ
ど
長
く
伸
び

て
い
て
、
側
胸
か
ら
脇
は
青
灰
色
。
胸
の
脇

に
は
白
い
縦
線
も
見
ら
れ
ま
す
。
雌
は
全
身

が
褐
色
で
、
黒
褐
色
の
斑
が
見
ら
れ
ま
す
。

雄
が
コ
コ
コ
、ま
た
は
ク
ク
ク
ッ
と
鳴
き
ま
す
。

▼
分
布

　

ロ
シ
ア
の
エ
ニ
セ
イ
川
か
ら
東
、
コ
マ
ン
ド

ル
諸
島
ま
で
の
東
北
シ
ベ
リ
ア
ま
で
繁
殖
し
、

冬
は
中
国
、
朝
鮮
半
島
、
日
本
な
ど
へ
渡
り

ま
す
。
日
本
で
は
、
北
海
道
、
本
州
、
四
国
、

九
州
、
ほ
ぼ
全
国
的
に
湖
沼
等
に
渡
来
し
て

い
ま
す
。

　

こ
の
鳥
の
生
息
環
境
は
、
ト
チ
カ
ガ
ミ
や

ア
マ
モ
、
オ
モ
ダ
カ
等
が
生
息
し
て
い
る
き

れ
い
な
湖
沼
で
確
認
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
よ

う
で
す
。
湖
面
で
は
、
ハ
ク
チ
ョ
ウ
類
や
マ

ガ
モ
、
カ
ル
ガ
モ
、
ヨ
シ
ガ
モ
オ
ナ
ガ
ガ
モ
、

コ
ガ
モ
等
の
マ
ガ
モ
属
の
個
体
群
と
一
緒
に

見
ら
れ
ま
す
。
毎
年
同
じ
湖
沼
へ
飛
来
し
な

い
こ
と
が
多
い
の
で
、
こ
の
鳥
を
ぜ
ひ
見
た

い
方
は
、
他
の
湖
沼
も
探
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
観
察
ノ
ー
ト

　

ト
モ
エ
ガ
モ
が
、
県
内
で
多
く
の
方
々
か

ら
脚
光
を
浴
び
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
の
は
、

那
珂
市
古
徳
沼
で
の
、
ハ
ク
チ
ョ
ウ
の
観
察

者
が
多
く
な
っ
た
頃
。
珍
鳥
の
ト
モ
エ
ガ
モ

も
飛
来
し
、
ハ
ク
チ
ョ
ウ
類
と
一
緒
に
見
ら

れ
る
よ
、
と
話
題
が
だ
ん
だ
ん
広
が
っ
た
よ

う
で
す
。
そ
れ
以
外
で
も
、
平
成
７
年
１
月

に
は
千
波
湖
で
１
羽
、
水
戸
市
楮
川
ダ
ム
で

17
羽
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

涸
沼
で
の
バ
ー
ド
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ

の
お
知
ら
せ

主
催
：
（
公
財
）
日
本
鳥
類
保
護
連
盟

　
　
　

茨
城
県
支
部

日
時
：
毎
月
第
３
日
曜
日　

　
　
　

午
前
９
時
集
合

場
所
：
親
沢
公
園
駐
車
場
に
集
合

【
問
合
わ
せ
先
】
同
支
部
事
務
局

　
　
　
　
　

☎
０
２
９（
２
４
８
）４
０
３
５

☆ 

身
軽
な
服
装
、
双
眼
鏡
、
筆
記
用
具

な
ど
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。


